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独立行政法人国立高等専門学校機構 

男女共同参画推進室  

 

Newsletter 
科学技術分野の未来を拓く－高専における男女共同参画－  

■全国５５キャンパスに広がる男女共同参画推進のネットワーク 

１ 

平成28年度は研究アドバイザーによるRe-Start研究支援の支援対象者及び女性研究者グループと

の討議や技術職員へのアドバイスで、のべ15回の研究支援を実施し、約30名の女性研究者に対して研

究力向上を図るサポートを展開しました。平成29年度は、前年度から研究アドバイザー務める、長岡技

術科学大学の斎藤秀俊教授と大阪工業大学の上田悦子教授に、産業技術総合研究所の中村挙子上席

主任研究員を加わえ、課題解決やステップアップを図るためのアドバイスを展開しています。さらに、平

成29年度から、支援対象を女性を研究代表とする研究グループや任期付き助教に拡げ、様々な分野で

課題を抱える女性研究者をサポートしています。 

研究意欲はあるものの、“家庭・校務・学生指導等の負担が多く、研究方針や研究の進捗に迷われて

いる女性研究者の方”“女性研究者が少なく情報交換や相談が難しい女性研究者の方”各研究アドバイ

ザーが学校訪問指導やオンライン指導を行います。研究活動の推進に活用してください。 

新アドバイザーを加え、研究アドバイザーによる研究支援を開始 

高専機構は男女共同参画の実現に向け、「私たちは、人権を尊重し、性別にかかわりなく、個人の能力を十分に発揮

して活躍できる社会の実現を目指します。そのために、創造性に富む実践的技術者を育成することを通して、技術科学

分野への男女共同参画を推進します。」とした「男女共同参画宣言」を公表しています。この宣言の実現に向けて「男女

共同参画行動計画」を策定し、4つの基本方針を次の通り定めています。 

 【１】 教育活動全般を通じた男女共同参画の推進 

 【２】 教育・研究・就業における男女共同参画の推進、仕事と生活の調和 

（ワークライフバランス）を図るための環境整備 

 【３】 男女共同参画の意識啓発 

 【４】 法人・学校運営における意思決定への男女共同参画の推進  

 社会の発展のため、女性の活躍は、今後益々その重要性が増大することになりますが、私たちは、特に科学技術分野

で活躍する理工系人材育成において「男女共同参画」という言葉が無くなる社会を目指して 活動を進めていきたいと考

えています。 高専機構理事長 谷口 功 

■研究アドバイス支援 

■「男女共同参画」という言葉を意識しない社会を目指して 

 平成27年2月に北九州高専に採用されました。教員として学ぶことはまだ沢山ありますが、子供達

の保育園や幼稚園への送迎のために早朝出勤や残業ができないため、同僚の先生方に相談できる

時間をなかなかとることができません。 

 今回、Re-Start研究支援による研究アドバイスを受け、授業や実験・研究指導で行き詰まって悩ん

でいたことを相談することができ、参考になるアドバイスを沢山いただきました。特に、授業や実験遂

行でのちょっとしたコツや外部資金の獲得のための研究計画の練り方等のアドバイスは、研究活動を

進めていく上でとても参考になりました。 

 仕事と家庭を両立させなければならない教員にとって、相談したいときに適切なアドバイスを受けら

れることは、大切なことだと思います。 

研究アドバイスを受けて 
北九州工業高等専門学校 生産デザイン工学科          

情報システムコース 才田 聡子 先生 

平成２９年度の 

研究アドバイザー紹介 

長岡技術科学大学   

斎藤 秀俊 先生 

大阪工業大学    

上田 悦子 先生  

産業技術総合研究所 

 中村 挙子 先生 

【研究アドバイザープログラム】  

 育児や介護等、ライフイベントで研究活動が滞った女性研究者に対して

支援を行う「Re-Start研究支援プログラム」の一部です。研究支援は高専

を訪問する形及び高専機構のテレビ会議システムを使用して行います。 



 

２ 

平成29年8月24日（木）に、新潟県長岡市のまちなかキャンパス長岡において、「平成29年度女性研究者交流会」を開催しました。全国から21高専、計31

名の女性研究者が参加しました。交流会では、2つの講演の後、途中、グループ替えを挟みながら、3つのテーマに分かれてワークショップを行い、所属校の

工夫など、情報を共有しつつ、互いに意見を交わしました。高専のスケールメリットを活かし全国から女性研究者が集い、研究と教育、仕事と家庭、その他、

普段抱えている悩みや思いを本音で話し合い、ネットワークを築いた貴重な交流会となりました。 

■女性研究者交流会 

 9:00 開会あいさつ 藤木なほみ 男女共同参画推進室長 

              （仙台高等専門学校 教授） 

 9:05 講演１ 長岡技科大と高専教員の連携のありかた及び女性研究者の可能性 

  長岡技術科学大学 高橋 勉 教授 

 9:50 講演２ 交流事例紹介  

  長岡技術科学大学 峯脇 さやか 助教 

10:10 ワークショップ 

      A：自分の持ち味は何か、それを公募研究にどのように活かしたらよいか 

  長岡技術科学大学     斎藤 秀俊 教授 

  産業技術総合研究所   中村 挙子 上級主任研究員 

      B：ワークライフバランスの実践と自分らしい研究の継続を考える 

  奈良工業高等専門学校 後藤 景子 校長 

  大阪工業大学         上田 悦子 教授 

      C：高専の教育現場と研究の両立について 

  松江工業高等専門学校 平山 けい 校長 

  香川高等専門学校 内田 由理子 教授 

12:00 ワークショップまとめ 

  A：奈良工業高等専門学校   藤田 直幸 教授 

  B：佐世保工業高等専門学校 大島 多美子 准教授 

  C：福島工業高等専門学校   松江 俊一 准教授 

12:15 質疑応答 

12:25 閉会挨拶 高橋 雅之 執行調整役（国立高等専門学校機構） 

女性研究者交流会プログラム  

 長岡技術科学大学の高橋勉教授より、高専教員

が抱えている苦悩とその対処法について、時間編／

資金編に分けて研究のマネージメント例や企業との

共同研究のススメをお話しいただきました。次に、高

専・長岡技科大による専攻科共同研究指導の事例

紹介がありました。そして、企業の女性研究者との

共同研究を通して感じたことや高専の女性研究者が

持つ可能性についてお話いただきました。 

講演１ 

講演２ 

 弓削商船高等専門学校から長岡技術科学大学に

人事交流中である峯脇先生から、人事交流のメリッ

トとして“新たな人脈が広がる”ことや“異なる研究

分野に挑戦することで見識が広がる”というご自身

の体験談や高専・技大間における連携の可能性に

ついてお話いただきました。 

ワークショップＡ ワークショップＢ ワークショップＣ 

 「科研費などの

外部資金の獲得

を目指すには、ま

ず は、自 分 た ち

の強みを知ること

である」ということ

を主眼に置いた

ワークショップを

開催しました。中村アドバイザーによる自身の研

究歴紹介に続き、斎藤アドバイザーから科研費

制度の変更ポイントについて解説を受け、「個人

の強み」、「所在地の強み」、「所属高専の強み」

という３つの側面から、各自が研究者として自分

の強みを探り、参加者全体で共有しました。 

 ユニークな研究を開始するためのヒントを得ると

共に、研究テーマ発見法の訓練ともなりました。 

 9マスにキーワードを埋めて

いく発想法“マンダラート”を使

い研究者として明日からでき

る行動を考えるワークを行い

ました。前半は“研究時間を

確保する”をテーマに、出張

は論文を書くチャンス、10分

時間があれば論文の構想を練る、英語論文は

お金をかけても良い（餅は餅屋）等のアイデアや

ノウハウを話し合い、後半は“研究スタイルを確

立する”をテーマに、学外ネッ

トワークを作る、異分野に挑戦

する（理工系分野で文系は活

躍の場がある）、恩師や昔の

仲間等に怒られるのも必要、

など実体験に基づくコツを共

有しました。 

 平山校長からひとりで悩ま

ないというテーマが提示さ

れたところから活発な意見

交換がなされました。前半

は研究との両立が困難な原

因として担任業務の多忙さ

を挙げ、多忙には、多くの教

職員を巻き込んで「一人で悩まない」心掛けが

大事であることを確認し合いました。後半は高

専で顕在化している問題について女性教員なら

ではの意見交換を行いまし

た。特に課外活動の引率、

女子寮のセキュリティや対

応策などが話題となり、今

後、会議等で議題に挙げて

もらいたい等、建設的な意

見交換がなされました。 

 女性研究者交流会に、長女を連れて参加しました。私が交流会に参加している間、同行した娘は、女性研究者交流会主催者

の方からご紹介していただいた一時預り施設で預かっていただきました。女性研究者交流会には、今年で3回目の参加になり

ますが、3回とも娘を同行しました。開催会場での託児ルーム設置は、いろいろ難題もありますが、

今後、増加していくママさん研究者がより参加しやすい環境を作るためにも、開催会場内の託児

ルームを検討してくださると嬉しいというのが正直な気持ちです。 

 子どもを同行することは、移動費や滞在費もかさみ、情報交換会や懇親会などへの参加も諦めな

ければならないなどのデメリットもあります。何より、保育園を休ませたり、知らない場所に一人で預

けられる不安を感じさせたりと、子どもにとっても負担になる面もでてきてしまいます。その一方で、

新幹線や飛行機での子どもとの移動、知らない土地での宿泊やその土地ならではの食事を一緒に

楽しむことができるなど、ちょっとした旅行気分を子どもと楽しめるというメリットもあります。何より子どもが「ママと一緒なら知ら

ない所でも頑張って遊べる！」と言って一緒に来てくれる気持ちがとても嬉しくて、私の「子連れ参加」はしばらく続きそうです。 

木更津工業高等専門学校 人文学系 瀬川直美 先生 託児所利用 



３ 

 

■全国高専の取り組み 

鹿児島高専 -Robogals Kagoshima-の設立 

  Robogals（ロボギャルズ）は、工学の分野で活躍する女性が少ないことから、工学分野に興味を持つ女子を育てる

ことを目的に2008年にオーストラリア・メルボルン大学の学生が設立したボランティア団体です。オーストラリアの

Robogals Globalを本部に、日本の東京工業大学をはじめとして、世界中に支部があります。鹿児島工業高等専門学

校では、約一年の準備期間を経て、2017年5月に、日本で三番目の支部としてRobogals Kagoshima（ロボギャルズ鹿

児島）を設立しました。 

 現在、鹿児島高専の電気電子工学科、電子制御工学科、情報工学科の13名の女子学生を中心に、技術者を目指す理系女子を増やす活動をしています。

小・中学生を対象としたワークショップでは、ロボットのプログラミングを通して、工学に対する興味・関心を育てることを目標としています。ワークショップに向け

て綿密な打ち合わせを行い、わかりやすい指導方法を工夫するなど、学生自らの成長につながる活動となっています。これまでに行ったワークショップは、“IT

の楽しさを小中学生に伝授”という点で反響が大きく、鹿児島県内の様々なイベントへの参加依頼を受けています。 

 Robogals Kagoshima の代表として、Presidentの情報工学科5年西亜莉沙さん、Secretaryの情報工学科4年有木美羽さん、

Partnerships Managerの情報工学科4年田渕友佳子さんの3名は、オーストラリア・シドニーのUniversity of New South Wales

にて2017年9月に行われたRobogalsの会議（Robogals SINE 2017）に出席しました。本部や各支部の活動報告会に加えて、

オーストラリア各地の大学から集まったRobogalsメンバーと交流しました。Robogals Kagoshimaは、新支部設立からこれまで

の活動に関する報告を行い、見事ポスター・プレゼンテーションの努力賞を受賞しました。今後更に女子学生を中心とした活

動を活性化し、高専と地域、高専と世界を結ぶ取組として広げていきたいと思います。 

八戸高専・一関高専 “ダイバーシティ実現で北東北の未来を先導” 

 八戸高専と一関高専は岩手大学を代表機関としたダイバーシティ研究

環境実現イニシアティブ（索引型）に平成28年度より共同実施機関として

取り組んでいます。この取組は、岩手大学で成果の高かった取組を連携

して行うことにより、北東北全体を女性研究者が能力を発揮できる地域

として創成し、優秀な女性応募者の増加を図ると共に女性研究者と上位

職の増加を加速するスパイラルの確立を行動計画としています。 

■八戸高専の目標と取組状況 

 八戸高専は、女性研究者の裾野拡大を図る為、将来の研究者となる女子学生に対するロールモデルの提示等を積極的に実施する事を目標としています。 

 取組みとしては、女子学生の大学・大学院等への進学意識を啓発し、女性研究者の裾野を拡大することを目的としたロールモデル講演会（平成29年3月実

施：約50名参加）を実施しました。女性研究者について知る良い機会となり、研究者にとってのワークライフバランスの重要性や、研究にとっての多様で柔軟

な観点の重要性を、参加者に意識啓発することができました。また、女子学生の関心や可能性を広げることを目的とし、東日本地域で活躍する女性研究者に

ついて紹介する冊子を発行、配布しました。 

 女性研究者が研究代表者となった連携機関との共同研究（共同研究4件について研究分担者延べ7名）への研究費を支援しました。そして「北東北女性研

究者☆研究・交流フェア」に参加し、共同研究のポスターでの報告（４課題）を行うとともに、一般研究紹介（2課題）を行いました。女性研究者の研究シーズ発

信と研究交流促進の機会として大きな成果となりました。 

■一関高専の目標と取組状況 

 一関高専は、仕事と子育てを両立できる環境整備及び女性研究者支援の定着を目指すため、育児中の女性研究者支援員配置の制度化や女性活躍に向

けての意識の向上を図り、働きやすい職場環境の整備を目標としています。 

■平成２9年度の取り組み 

 平成29年5月25日、26日、東京都千代田区の一橋講堂にて「ジェンダーとダイバーシティ推進を通じた

科学とイノベーションの向上」をテーマにGender Summit 10が開催されました。 

 ジェンダーサミットは、性差を科学の重要な要因と捉え、研究とイノベーションの質の向上を目指す国

際会議で、2011年から世界各地で開催されています。今回の会議は、国立研究開発法人科学技術振興機構が主催し、アジアを主とした世界22国から148名、

国内から455名の研究者、企業関係者、政策決定者や教育関係者が集い、性差を含む多様な要素が科学技術のイノベーションをもたらすこと、ジェンダー平

等は持続可能な社会と人々の幸福に不可欠であることを確認しました。高専機構は会議のスポンサーとして協賛、ダイバーシティ推進に取り組む88の大学、

企業、学協会とともに、取り組みを紹介しました。 

 会議では、女子学生へ科学分野への興味を持たせるための取り組みや、高等教育機関における理工系教育の在り方に関する報告、女性研究者や技術者

の活躍が科学・技術のイノベーションや企業業績へも結びつくといった報告がなされました。多くのの機関や企業において、トップ主導で、高い意識を持って職

場の環境整備や制度整備、女性リーダー育成へ取り組んでいることが印象的でした。一方で、日本に限らず、アンコンシャスバイアス（無意識の偏見）が社会

にまだまだ多く存在することや、限られた時間の中でワーク・ライフのバランスをどう保つのかは、各自の価値観によるところが大きく正解は無いといったことを

再認識しました。海外からの参加者と意見を交換する中で、女性共通のジレンマには、もっと研究や仕事がしたいが家族との時間も犠牲にできないといったも

のが大きく、その一方で、やりがいが大きなモチベ―ションとなっていること、周囲の理

解、許容、精神的支えは支援制度に優るものであると感じました。 

 翌27日には、女子中高生向けサテライト企画「進路で人生どう変わる？理系で広がる

私の未来」が開催され、向井千秋氏の基調講演、リケジョ経験談や座談会に多くの理系

を目指す女子生徒が会場を埋めました。併行して開催されたポスターセッションでは、高

専を紹介する冊子を配布し、高専進学は理工系を目指す女子の１つの選択肢であるこ

と。高専卒業後には多様な進路が用意されていることなどを紹介しました。 

（写真出展http://www.gender-summit10.jp/） 

ジェンダーサミット10への協賛 

鹿児島工業高等専門学校 一般教育科 塚崎香織先生（学生主事） 



 

独立行政法人国立高等専門学校機構 男女共同参画推進室 
〒193-0834 東京都八王子市東浅川町701-2 
E-mail danjo@kosen-k.go.jp  TEL 042-662-3151 

４ 

■男性教職員の育休取得 

 ✰仕事の内容 

 技術職員として実験室で内燃機関等の工学実験や実習工場で溶接、機械加工の指導をしています。また、子育て真っ只中の経験やネットワークを生かし、

親子で取り組むものづくり教室など、小中学生向け公開講座用教材の開発にも力を入れています。自分の子どもを意識しながら、学習カリキュラムや能力に

あった“ものづくり教材開発”を行っており、子育て世代の今だからこそできる仕事を頑張っています。 

 ✰育休中の話 

 私は、第2子誕生を機に、「パパ・ママ育休プラス」を利用し、妻の産休中（第１期）と、子どもが1歳になってから2ヶ月間（第2期）育休を取得しました。第１期

は、家事と育児を妻と二人三脚で行いました。24時間一緒にいることで少しの変化も気づくことができるようになり、第1子のときよりわかること・できることが

増えました。第2期は、妻が仕事に復帰したため、日中は一人で子どもを看るようになりました。育児が24時間毎日休みなしで行われていること、日中は手を

貸してくれる人もいないため、ちょっとした休憩も自分のタイミングで取れないことを痛感し、毎日夕方に妻が帰ってくるとほっとしていました。二人で育児を行

う必要性がわかったことなど、いろいろ勉強になりました。 

 第2期で気をつけたことは、家に閉じこもらず外に積極的に出て行くことです。地域の子育て広場などに出かけるよう心がけました。最初は男性が行くと嫌が

られるかなと思っていましたが、珍しいこともあってか皆さんとてもやさしく、親切にしていただき、いろいろ交流を持つことでよいストレス解消となりました。 

 ✰現在の両立生活とその工夫 

  子どもが保育園に行くようになると、急な発熱などでしょっちゅう休まなければいけません。そのため、いつ呼び出し

があっても、また次の日急に休みをとっても対応できるように、常に引継ぎを意識した仕事のやり方を心がけていま

す。仕事の仕方を変えてみると、自分にしかできない仕事というのはほとんどなく、自分でそのようにしているだけだ

ということがよく分かりました。また、夫婦間でお互いに融通のきく曜日・時間を明確にし、スケジュールを共有してい

ます。先日妻の出張で4日間ほど最近話題の“ワンオペ育児”を体験しました。普段バランスよく家事と育児の分担を

心がけている我が家ですが、仕事や家事をしながら一人で育児をする忙しさやプレッシャーはやはりすごいものでし

た。子供達の協力もあり無事乗り越えることができましたが、やはり夫婦ともにライフワークバランスをとることが必

要です。数年後この状況が一段落すれば、次の世代にこのバトンを引き継げるような職場環境を作っていきたいと

思います。 

 香川高専 事務職員（会計係） 新保 光生 さん                                

【育休期間】 平成26年7月1日～平成27年5月31日（11ヶ月間） 

 ✰育休について 

 育休を取得したのは、やはり、家族が一番大事であり、子どもの成長を近くで見守りたいという強い気持ちがあったから

です。育休をすると職場に迷惑をかけるかもしれないという気持ちもありましたが、上司の方が女性で「これからの時代

は、男性が育休を取るのは当たり前。是非取りなさい。」といった、後押しがあったのも非常にありがたかったです。その

おかげで、娘の成長を間近でみることができ、育休制度そのもの、また、取得できた職場環境といったものにも非常に     

 感謝しています。 

 育休中は、初めての子育てですので、不安なことも多かったですが、我々夫婦の両親に頼る（甘える）ことで乗り切ることがで

きました。 

 育休に関する手続きには、担当の方が適切に処理をしてくださり、困ったことはありませんでした。育休明けの出勤日は、不

思議なもので、ごく当たり前に「ふわっ」と家を出ていました。「行ってきます」と娘に声をかけた際、抱きついて「いやいや」と離

れなかった場面を、今でも覚えています。 

 ✰仕事と家庭の両立について 

 この4月から、長く所属していた庶務係から会計係に異動になり、業務も初めてのことが多いので、現在は、なかなか両立で

きているとは言えないかもしれません。妻が疲れているなと感じた時は、こまごました家事をしたりといった程度です。そういっ

た意味では、妻にかなりの部分で、支えられているとは思っており、感謝しています。あと、休みの日はなるべく家族でどこか

に出かけるようにはしています。それが、いい気分転換になっているのかなと思っています。 

  香川高専 技術専門職員 大賀 祐介 さん 

 

【育休期間】 第1期 平成25年2月～3月（計30日､仕事のｽｹｼﾞｭｰﾙを考慮し､飛び石で取得） 

  第2期 平成26年1月末～3月 

“香川高専初の男性育児休暇取得者” 

【2018年1～3月までの外部資金獲得セミナー予定】  

◇平成30年 1月19日（金）15:30～17:00 「競争的研究資金獲得へのアプローチ(仮)」  

◇平成30年 2月 2日 （金）15:30～17:00 「Giving a great presentation in English(仮)」  

◇平成30年 2月23日（金）15:30～17:00 「英文論文データベース活用法」  

※左記各セミナーの詳細は改めてご案内を差し上げます。 

本件に関する問合せ先：All KOSEN女性研究者支援オフィス 

（TEL 042-662-3172 / 担当：永井コーディネーター） 


